
道 徳 学 習 指 導 案 

東広島市立小谷小学校 

指導者 田川 恵子  

１ 日 時  平成30年６月29日（金) 第２校時 

 

２ 学 年  第６学年 計39名 

 

３ 主題名  相手を尊重する心 【Ｂ 礼儀】 

 

４ ねらい   ホテルの従業員として働く主人公が感じた，心にふく二つの風の違いについて話し合うことを

通して，礼儀は社会生活を営む上で欠かせないものであることに気付き，相手の気持ちを考えて

心のこもった適切な言動をしようとする実践意欲を育てる。 

 

５ 教材名  「心にふく風」【出典：「みんなの道徳６年」学研】 

 

６ 主題設定の理由  

本主題は，内容項目のＢ「主として人との関わりに関すること」の（９）「時と場をわきまえて，礼儀正し

く真心をもって接すること」に当たる。高学年の段階においては，礼儀のよさや意義について知識としては理

解できていても，恥ずかしさなどもあり，時として心のこもった挨拶や言葉遣いが行為として表れない場合も

出てくる。このような時期であるからこそ，礼儀は社会生活を営む上で欠かせないものであることに気付き，

相手の気持ちを考えて心のこもった適切な言動をすることが必要である。 

本学級の児童は，心のこもった挨拶や言葉遣いの大切さは，ほぼ全員が理解できている。児童の学校生活に

ついてのアンケートにおいても，挨拶や言葉遣いなどの質問項目に対し肯定的評価をしている児童は８割を超

えていることから，自分はそれらがきちんとできていると感じている児童が多いことが分かる。しかし，自分

がよく知らない地域の方や外部からの来校者などに対しては，挨拶をしなかったり，挨拶をしても声が小さか

ったり目を合わせなかったりするなど，心のこもった適切な言動をしているとは言い難い状況である。 

本教材は，ホテルの従業員として働く主人公が，接客を通して感じた心にふく二つの風の違いについて考え

るという内容である。誰に対しても，相手の気持ちを考えて，心のこもった適切な言動をすることの大切さを

学ぶためにふさわしい教材である。 

指導に当たっては，導入において，児童が事前に書いた感想を基に本時のめあてを設定する。 

展開前半において，まず，男の子と女の子の言動の違いについて話し合う。２人の言動を対比させることで，

本教材における道徳的問題に気付かせる。次に，２人の言動に対する思いを考えさせることで，相手に対する

心が言動に表れることに気付かせる。 

展開後半において，自分が知らない人に対して心のこもった接し方をする必要があるのか考えさせることで，

礼儀は社会生活を円滑に営むために欠かすことができないものであることに気付かせる。最後に，これまでの

話合いを振り返りながら，ねらいとする道徳的価値について考えを深める。ワークシートに自分の考えを書き，

交流することで，納得解をもたせる。 

終末において，まず，見付けタイムでは，これからの自分の生活に生かしたいことを具体的に考え，付箋紙

に書かせる。次に高め合いタイムでは，３人１グループになり，道徳スケールを用いて相互評価を行う。相互

評価の話型など明確にし，それを意識しながら肯定的評価やアドバイスを行うことで，有能感を高めることが

できるようにする。最後に見つめタイムでは，高め合いタイムでの話合いを踏まえ，自分のこれからの生活に

生かしていきたいことと，大切にしたい気持ちを書かせる。このことで，ねらいとする道徳的価値を自分なり

に発展させることへの思いを培うようにする。 

 

７ 学習指導過程 

 
学習活動 主な発問と予想される児童の心の動き 

【○基本発問 ◎中心発問】 ○指導上の留意点 

導 
 
入 

１ 児童が事前

に書いた感

想を基にめ

あてを決め

る。 

（３分） 

（児童の感想の例） 
 
 
 
 
 

○児童の感想を基にめあてを決める

ことで，学習意欲を喚起するとと

もに，学習に対する必然性をもた

せる。 
 
 

・自分も，男の子と同じような経験があるか

ら，気を付けたい。 
・相手を見て，きちんとお礼を言うと，心が

温かくなることが分かった。 



○知り合いでもないお店の人に，女の子のような

言動をしたことがありますか。 
 
 
 
 

○ねらいとする道徳的価値に対して

自分自身を振り返らせることで，

一人一人に課題意識をもたせる。 

展 
 
開 

２ 教材「心にふ

く風」を読

み，話し合

う。 
（30分） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○男の子と女の子の言動は，どこが違うのでしょ

うか。 
（教材を読む時間を含め，７分） 

 
 
 
 
 
 
 
○男の子と女の子が，そのような言動をしたのは

なぜでしょうか。（６分） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎知らない相手にも南風をおくる必要があるの

でしょうか。また，それはなぜですか。（７分） 
・必要ない。もう会わないかもしれないから。 
・必要。自分も相手もいい気持ちになるから。 
・必要。相手と仲良くなれるから。  
 
○相手の心に南風をおくるためには，どんな気持

ちが大切なのでしょうか。（10分） 
・相手に対して感謝する 
・相手の気持ちを考える 
・相手を大切に思う気持ちをもつ 

○男の子と女の子の言動を対比させ，

板書に整理することで，道徳的問 
題に気付かせる。  

 
 
 
 
 
 
 
○それぞれの言動と，それに対する

思いを確認することで，相手に対

する心が言動に表れていることに

気付かせる。 
○普段の自分の言動は，男の子と女

の子のどちらに近いか振り返らせ

ることで，道徳的問題を自分との

関わりで考えさせたり，道徳的価

値を実現することの難しさを感じ

させたりする。 
○礼儀の必要性について話し合うこ

とで，礼儀は社会生活を円滑に営

むために欠かせないものであるこ

とに気付かせる。 
 
 
○ねらいとする道徳的価値について

自分の考えをワークシートに書き

交流することで，多様な考えに気

付かせ，納得解をもたせる。 

終

末 

３ 振り返る。 
（12分） 

①見付けタイム 

〇自分のこれからの生活の中で，今日の学習を通

して大切だと思ったことを，どんな場面で生か

せそうか考えて書きましょう。（３分） 
（例） 
 
 

○記入例を提示することで，どの児

童も書き方が分かるようにする。 

○何を書けばよいか困っている児童

には，挨拶や返事など，自分が毎

日行っている礼儀に関する言動に

ついて振り返らせる。 
②高め合いタイ

ム 
 

○書いた内容について，道徳スケールを使ってグ

ループで話し合いましょう。（７分） 
（相互評価を行っている時の話合いの例） 

 

○話合いの話型など明確にしておく

ことで，スムーズに話合いを進め

ることができるようにするととも

に，有能感を高め合うことができ

るようにする。 
○書いた内容について，できる自信

がないと感じることも理由を挙げ

て話し合うことで，人間理解や他

者理解につなげるようにする。 

相手の心に南風をおくるために，どんな気持ちが大切なのだろうか。 

地域の人に，目を見て心を込めてあい

さつをしたい。 

男の子 
・だまって受け取る 
・目を見ない 
・お礼を言わない 
・話をやめない 
・片手でお盆にのせる 

女の子 
・お願いしますと言う 
・目を見る 
・お礼を言う 
・話をやめる 
・両手でお盆にのせる 
・にっこり笑う 
 

男の子 
・はずかしいから 
・あまり知らない人だ
から 

・サービスは当たり前
だから 

・面倒くさいから 

女の子 
・相手に感謝している
から 

・相手が優しくしてく
れるから 

・相手に失礼だから 
 

児童１）私は，地域の人に，目を見て心を込めてあ

いさつをしたいです。でも，少し恥ずかし

いから，大きな声でできるか自信がないで

す。 
児童２）大きい声であいさつするのは恥ずかしいよ

ね。【Ｄ】 
児童３）勇気を出せば，大きな声が出ると思うよ

【Ｓ】 
児童１）勇気がなかなか出なくて・・・。 



絵
里
さ
ん 

 

ホ
テ
ル
の
日
本
料
理
店
の
店
員 

 

  
 
 
 
 
 
 

○話合いにより付箋紙が動いた場合

は，最初に付箋紙を貼った道徳ス

ケールの場所にしるしを付け，付

箋紙が移動した場所まで矢印を引

くことで，自分の気持ちの動きを

視覚的に理解できるようにする。 

③見つめタイム ○高め合いタイムでの話合いを踏まえて，自分の

これからの生活の中で生かしていきたいこと

を考えて書きましょう。また，そのためにどん

な気持ちが大切か書きましょう。（２分） 
（振り返りの例） 
 
 
 
 

○自分が生かしていきたいことと，

そのために大切にしたい気持ちを

書かせることで，ねらいとする道

徳的価値を未来に発展させていく

ことへの思いを培うようにする。 
 

 

８ 評価について 

視     点 方     法 
【自分との関わりで考える】 

男の子と女の子がとった言動やその時の気持ちに対して，自分事と

して考えたか。 
展開前半の発言内容 

【多面的・多角的に考える】 
礼儀に関わる，ねらいとする道徳的価値に対して，多面的・多角的

に考えたか。 
展開後半と終末に書いたワークシート 

 
９ 板書計画 
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絵里さん

のイラス

ト 
・
お
願
い
し
ま
す
と
言
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・
目
を
見
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・
お
礼
を
言
う 

・
話
を
や
め
る 

・
両
手
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お
ぼ
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に
の
せ
る 

・
に
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こ
り
笑
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・
相
手
に
対
し
て
感
謝
す
る
気
持
ち 

・
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
気
持
ち 

・
相
手
を
大
切
に
思
う
気
持
ち 
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心
の
ち
が
い 

男の子 女の子 

・
だ
ま
っ
て
受
け
取
る 

・
目
を
見
な
い 

・
お
礼
を
言
わ
な
い 

・
話
を
や
め
な
い 

・
片
手
で
お
盆
に
の
せ
る 

 

・
感
謝
し
て
い
る 

・
相
手
が
優
し
い
か
ら 

・
相
手
に
失
礼 

 ・
は
ず
か
し
い 

・
あ
ま
り
知
ら
な
い
人 

・
サ
ー
ビ
ス
は
当
た
り
前 

・
面
倒
く
さ
い 

 

言
動
の
ち
が
い 

児童３）大きい声が難しかったら，相手をよく見て

頭を下げたらどうかな。【Ｃ】 
児童２）いいアイデアだね。【Ｅ】それなら，声が

小さくても相手を大切に思っている気持

ちが伝わるんじゃないかな。 
児童１）ありがとう。やってみるよ。 
※下線部はＤＥＳＣ法を取り入れたもの 
 
 

相手に対する心が言動に表れる 

北風 南風 

地域の人にあいさつをする時は，目を

見たり，頭を下げたりして心を込めて

あいさつをしたい。そのためには，知

らない相手でも，その人の気持ちを考

えることが大切だと思った。 

知
ら
な
い
相
手
に
も
、
南
風
を
お
く
る
必
要
は
あ
る
の
か
な
？ 

必
要
な
い 

も
う
会
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い
か
ら 

 

必
要 

 

・
自
分
も
相
手
も
い
い
気
持
ち
に
な
る
か
ら  

・
相
手
と
仲
良
く
な
れ
る
か
ら 

 

相
手
の
心
に
南
風
を
お
く
る
た
め
に
は
・
・
・ 

誰に 
対しても 



☆相手の心に南風をおくるためには，どんな気持ちが大切なのでしょうか。 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
見つけタイム 
 
①今日の学習を，どのような場面でどんなふうに生かしたいか，ふせん紙に書きましょう。 
 
 
高め合いタイム 
 
②付せん紙に書いた内容を，道徳スケールを使いながら友だちに説明しましょう。 
 聞いている人は，「まほうの言葉」を使って友だちをはげましたり，アドバイスをしたり 

しましょう。 
※参考になった友だちの言葉をメモしましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
見つめタイム 
 
③友だちの言葉をふまえて，これからの生活に生かしたいことと，そのために大切にしたい気持ちを書きましょう。 

☆これからの生活に生かしたいこと 

 

 
 
 
 
☆大切にしたい気持ち 
 
 
 
 
 
☆道徳の授業で大切だと思ったことを自分の生活に生かしたいという気持ちになりましたか。 
 
 ４              ３              ２              １ 

 ６年１組 

      番            

氏

名 

 

（教材名）心にふく風 

 
 

  

3 つの活動を通して，今日の学習をふりかえろう 

 
                                             
 

 
                                             
 

「
い
い
考
え
だ
な
」 

「
な
る
ほ
ど
！
」 

「
や
る
気
が
出
た
ぞ
」 

と
感
じ
る
言
葉
を
メ

モ
し
よ
う
。 

 
                                             
 
                                             

友だちの考えに対して「いいね！」と感じたら，赤でメモをしましょう。 

とても まあまあ あまり 全く 


	03【小・道徳科】東広島市立小谷小・田川　恵子
	03ワークシート　東広島市立小谷小学校　教諭　田川恵子

